
第２章 基本方針

令和元年台風第１５号及び第１９号に係る千葉県災害廃棄物処理実行計画の概要

第１章 基本的事項

○目的

第３章 処理実行計画

第１節 災害廃棄物の発生推計量

○ 処理の対象：台風第１５号及び第１９号により発生した災害廃棄物

○ 処理主体：市町村（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第４条第１項）
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第２節 災害廃棄物処理の基本

第５節 進捗管理及び見直し

第４節 基本的な処理スケジュール

第３節 県内処理と広域処理

○ 災害廃棄物処理の進捗管理のため、被災市町村について、定期的に災害廃棄物の
搬入・搬出状況及び仮置場の管理状況等を把握する。

○ 進捗状況等を踏まえ、必要に応じて本計画を見直す。

○被災の状況
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○ 基本方針で定めた期間内での処理完了を目標とする。

○ 災害廃棄物発生量、県内廃棄物処理施設における処理可能量等から県外広域処理の
必要性について検討を行い、必要に応じて県外広域処理を実施する。

○ 災害廃棄物の発生推計量
（令和元年１０月２１日時点）[単位：トン]

ゾーン区分 推計量

東葛・葛南 ６，６００

千葉中央 １９，０００

市原・君津 ８３，７００

長生・夷隅 ７，８００

香取・海匝・山武 ６１，０００

安房・勝浦 ８２，０００

印旛 ２０，０００

合計 ２８０，１００

○ 役割分担

市町村等の役割 県の役割

・被害状況の把握
・関係機関等への協力・支援要請
・市町村災害廃棄物処理実行計画の策定
・災害廃棄物の処理
・仮置場の確保、設置、運営
・全壊家屋の解体、撤去
・国庫補助金の申請 など

・各種情報の集約、情報提供
・関係機関等との協力・支援の調整
・県外広域処理に向けた調整
・災害廃棄物処理に対する技術的支援
・県全体の災害廃棄物処理の進捗管理
など

（令和元年１０月２１日時点）[単位：棟]

台風第１５号及び第１９号により、同時に多様かつ大量の災害廃棄物が発生しており、
千葉県内で発生した災害廃棄物の処理が適正かつ円滑・迅速に行われるよう必要な事項
を定め、早期の復旧・復興を実現することを目的とする。

○ 処理方法：可能な限り資源化や再生利用等により最終処分量を低減する。
また、最大限、県内処理を行うこととするが、必要に応じて県外広域処理を
実施する。

○ 処理期間：令和３年３月末までの処理完了を目標とする。
（損壊家屋の撤去の進捗等を踏まえて適宜見直し）

○ 基本的な考え方：災害廃棄物の処理にあたっては、安全性、迅速性、経済性、再生利用
に配慮しつつ、適正かつ確実な処理を行うこととする。


